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研究成果の概要：インサイダー取引モデルでは株の値段がジャンプすることを認めるとインサ
イダーが将来の情報があってもリスクが残ることによって市場の均衡が起こる可能性がある。
また、Back モデルの拡張について結果が得られた。確率微分方程式タイプのモデルにも提案
した。 
確率微分方程式の数値解析では径路方法を構成し、いろんな場合に使えることを期待している。
また、密度関数のシミュレーションに対して、分散減少法を作って、その解析ができた。 
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１． 研究開始当初の背景 
インサイダー取引モデルでは Kyle-Back モ
デルしか存在しなく、このモデルを元にして
インサイダー情報について研究するべきで
あった。密度関数のシミュレーションがいろ
んな分野で重要であるので Malliavin 解析を
使って新しい方法を提案する必要があった。
特に多次元の場合、Malliavin 解析による部
分積分公式を使うと curse of dimensionality
の現象が起こる。 
 
２．研究の目的 
Kyle-Back モデルを深く勉強し、同じ現象を
起こすモデルを作ってできる限り最適ポー
トフォリオ問題の解を具体的に書く。また、

有限な utility になるため条件を見つける。 
多次元密度関数のシミュレーション計算のため
に新しい方法を作り、さらに分散減少法を作っ
て、できる限り数学的に性質を証明し、シミュ
レーションによる成果を計る。 
 
３．研究の方法 
インサイダー取引問題を勉強するためにフィル
トレション拡張という方法と制御論を組み合わ
せ、新しい方法を検討する。特に Anticipating 
Calculus という理論を使う。 
密度関数のシミュレーション方法を作るために
Malliavin-Thalmaier 公式を検討し、適用可能
性を調べる。また、pilot study 方法について分
散減少法として検討する。 
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４．研究成果 
インサイダー取引モデルでは、株の値段がジ
ャンプすることを認めるとインサイダーが
将来の情報があってもリスクが残ることに
よって市場の均衡が起こる可能性がある。ま
た、Back モデルの拡張について結果が得ら
れた。確率微分方程式タイプのモデルにも提
案した。インサイダー取引モデルに関して提
案したモデルが完全にできたが 専門家の
反応を待ってる。 
確率微分方程式の数値解析では径路方法を
構成し、いろんな場合に使えることを期待し
ている。また、密度関数のシミュレーション
に対して、分散減少法を作って、その解析が
できた。特にリスク理論では分布のテイルの
計算が目的である。ファットテイルの確率分
布を同分布として持つ独立確率変数の和の
分布の極限定理の研究を行い、テイルの分布
について精密な評価を得た。
数値解析ではジャンプ型モデルにも径路法
が適用できることを検討している。また、楠
岡近似を実現するために Runge-Kutta 型方
法を導入し、ジャンプ型モデルに適用できる
か検討している。 
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